
平成28年良市最後九人暮成就座（応用ヰ）カリキュラム（開催瑞軒：臼杵市社会福祉協♯会2階中会l 圭予定）
支援且（市民後見人）コース受訴 ：3．250分54．1時冊）
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一日

▲
一

－
．1 ○月 2 1 日 日

争：00

・ －10 ：30
甘○ 触法について 心肺＃生法とA E D 使用について学ぶ

①心肺拝止の判軒lこ迷っても吐ちに心肺書生とA E D（自弘体 外式 辞柵恥♯）を柵
始す ることな どを暮 点 とす る。

②良一な心肺♯生を行うための拍稚圧迫の果さとテンポを書切 に保 つことの工事

性を学ぶ

日本赤十字社大分文書

月 日 ■ 日 特 冊 分 講 座 等 名 称 学 甘 の 意 中 ・目 的 主 た る草 書 内 さ 息 巻 爺 挿

1
日 亨月2 28 日

9：抑

・一争：20

卯♯式
オリエンテ・－ション

†
兵 書枚 明、ヰ牧の流れについて

臼杵市

日杵市社食再祉也l 虫

日

l 5月2壬日 8
，：80

－11：（泊
抑

成年我見制よの壬本的
丑 ♯

成年生見制よが生まれた背t ・さ旨及びその根拠を理♯をする。

①成年 後見制度化の趣旨と背t ②成年故先制よのヨ的 ・基本理 念
③権利擁洗支捷としての成年 後見制度
④制 産活用の必事性、ヰ壌の課舟など

あぐり社会福祉士書 為所
代♯ 書♯ 丁子 氏

○

壬 き月2乏8 8 1l：10

一｝1 2 ：抑
7¢ 法定牧よ制よの仕租み

市民書見人としての着払に幹して必事となる法定生見制丘

について理解する。

①一見 t偉佐 ・補助各キ型の壬い②対l 書について
③代 理権 ・加 持権（代理、取 消の範臥 活用方法）④ 同書稚
⑥財鹿 一理 ⑥書上里杜 ⑦書門斗 後見 人の牧瀬 ⑧牡見報耕など

かわの社会特祉士暮 為所
代 表 河野 ヰ三 氏

○

さ 5月22 8 日 13：20 ・－
川：20

■00 防火対兼 について 日杵市 における防災対兼の取り地 みについて学ぶ ① 臼杵市の 防災対兼・緊急時の対応方 法・事★しておくもの
臼杵市防災危I 一理圭

刑主幹 広戸 書東 氏
0

4 5 月壬壬日 日 川：；氾・－
18ニ00

8 0
故知症書出書対策と
介社債挨について

介l 偉統制よの理念やサービスの書事。介丘保旋法・

サービス書を成年披見制鹿とのか かわ りの中で理♯する
市町村 未申仕立てを♯ とした後 見兼務の適正集施
について市町村の兼たす役刊とその暮 任について学ぶ．

① 介丘保汝我 よのt 暮②介一食 扶の強酸・居住系サービス

③ 介凍保扶サービスと後見実務 との馳俵 、
その美際＠地域色括支凍センターなど
① 成年後見制度と市町村の暮任 ・市町村 申し立て ・老人格祉 法事3 2集
トータルコーディネータとしての 市町村の役軸など
② 地域包括支横センターとの鮒係など

臼杵市 井♯書 支捷計
介扶保汝G r． 主壬 叫中 津二 氏
事♯者支 稚G一 課長代理 稚伊井手 氏
暮♯書真 珠Gr 群生幹 l 井 暮暮 氏

0

5月2全日 日 1l：紳
tT ・仙

事務壬♯ 臼杵市社 さ稚故地暮虫

′■■
2
日
日

5 ． 亨月a1日 火 10 ：仰

・－12：lO
書○ l 浅手の理♯ 一 法リスクのある人たちへの権利★ 杜支汁を学ぶ。

①壬生保札が抱える計l とモの対策 。刑義所出新書事の「居斗所」の 確保 。

②井を犯した人は牡射 こ群ってくるということ

大分保技監♯所
主任 保杜私書甘　 ♯♯ 文書 氏

○

● 寺月き1日 火 柑 ：tO・－
11 ：10

1 0 一書偉扶・年金制丘の理
♯

暮♯食扶 I制よ年金の理 念や麓 状といった一事を、
成年一見制よとのかかわりの 中で理♯する。

①★康保険制鹿、後期右折手 島一朝丘の故事・一書焦 扶の

書類 ・対l 事件・医書扶助
⑧年金制丘の故事 ・年金 の稚 キ・受給事件
③国 民年金法・叶書暮礎 年金

日拝市保一書▲甘

国保年金（お 粥主幹 林 伸明 氏
佐伯年金事務所
お客様 相耕主よ 太8 成次 氏

○

丁 5月8 1日 火 川 ：20・－
15 ：；拍

8 0 生活像オ制よの理♯
生活像凍制よの理念や現状といった一事を、成年牡先制よ

とのかかわり
の中で理♯ する．

①生活偉此朝丘の板書② 生活像姓の現状③生活保杜の活用（申立て手♯さ）

⑧福祉サービスと生活像 捷

臼杵市稚従事書所稚 祉牡
保I G r．

珠玉 代理 暮田 和歌 氏

○

5月ユーロ 火 l与：20・－ ● 暮裁連♯ 日杵市社食頼祉 仏書 虫

｝
日
8

8 l 月川 日 火 ，：劫

一－10：き0
0 0 権利★耗支斗システム

つくり①

臼杵市 における地域稚祉への取り弛 みや生活囲浜寺支捷法につい

て学ぶ

① お守りキット ②生活串洪支さ法 ・③ 生活串再考への就労支稚

′

日拝市 頼牡書
社会 ・稚牡G r

主暮 村B せ幸 氏

○

l l月川 日 火 10：10

・－1壬：10
0 0

■がい寺／許♯書丘挿防
止法の理解 と現状

牧九 ♯♯ を行う上で帥併してくる書群青施策について、

その理念や現状といった鞍手を成年披見制度との
か かわ りの中で学ぶ。暮♯キー 樽の実態と同一暮▲を学ぶ。

① 暮折者 丘樺防止法の理♯と具体的対応
あおば法 律書為所

弁捷土　 田中 制武 氏
0

tO l 月川 8 火 13 ：10 ・－
l●：10

0 0 民法①　 財よ 法
市 民社長人としての活恥に辞して必 事となる射よ法のl 本について
学 ぶ。

① 財よ法の暮本知l ②法律行為 ③ 時効・物件 ・す稚
速夫 一伊暮 法件事 為所

弁姓 士　 伊♯■手 氏
○

ll ○月川 8 火 lヰ：50・－
川 ：20

8 0 民法③　 手放法 市民牡見人としての清和に辞して、曲事となる♯族建について学ぶ。
① ♯族法の基本知抜 ・鼓族 、沖頒 、■札 扶♯、未成年牡克

② 支捷のための契約・丑 音、相搬、成年故先制よとの馳俵など

速夫・伊 暮法♯ 暮為所
弁比士　 伊♯l 手 氏

0

l月川 8 火 ll ：20 ・－
1T ．1ヽn

一書連♯ 日杵市社会 頼祉岨▲虫



月 日 t 日 時 伺 分 講 座 等 名 称 字 書 の 意 申 ・目 的 主 た る字 書 内 幸 過 当 詐 称

1き

l月218 8
11 ：（拍・－

12：00
0 0 任暮l 見制よの仕租み 市長故見人としての話恥にゃ して必事となる任暮故見制度について

甥 ♯する。 ①朝丘の鞍手②任★散 見契釣の♯轄③任★牡見契約の押 始など 吉 田　 明美 氏
○

14

l月壬l日 8 18 ：10

・－1ヰ：仙
争0 溝助活■のt 暮①

対人沸助の暮本であるコミュニケーション捷紫、
甘 ♯御簾づくりについて学ぶ

l

嗜）成年後見制齢 こおける対人捷助②コミュニケーションの暮本
③健棒関係の♯集

大分大学書一社牡科学書
大学玩稚拙社会科学研究 科

載捷 ＃士 衣笠一茂 氏

○

1

l月壬l日 日 lヰ：50

一－1l：20
帥 溝助活■の暮■② 支 捷活勒と支捷の●づくりについて学ぶ

①生活全件のコーディネー ト支漢
②多一書、他社帥とのネットワー クによる支捷

大分大学故事嶺祉科学帝
大学院構祉社会科学研究科

枚摸 ＃士 衣笠一茂 氏

○

●月乏l日 日 1l：20・－
17カ○

暮義士♯ 臼杵市社暮簿祉也▲書

与
日
き

ll 丁月古口 火 争：00

・－10 ：30

－0 0
消★舌故書の夫＃と沸
暮舌契約法 消 一手♯書の美辞と消暮辛夷約法などについて

Q）対l 手の消t 寺社書の特l ② 消l 書としてのヰ利
③ 契約暮の不♯による九効 、クーリングオフ、沸暮書 架拇法
喀）生見人としての対応

消l 生活相俳書M l

拒好 るみ 氏

○

1丁 丁月春日 火 10：10

・－1之：10
l O 稚利書♯文雄とは 成年 牧l 朝丘の理念を舟まえた、♯利書＃支捷について

理辞 する。
権 利★杜支♯を井手えて
牡先人の理■と披見活勒における甘書点について理群する．

H●▲指叩 b r●●t
社会権祉 士

N L P マスタ・－
8リブログラマ一　 明石 ニ＃ 氏

0

lさ 7月寺8 火 13 ：tO

・－1●：仰
帥 グループワー ク 小グループに分かれて市民牡九人の故巾や●理についての稚籠 研牛用事例を使ってグループワークを行う

H●t伽g 加 ot
社食確祉 士
N L P マスター
8 U プログラマー　 明石 ニ＃ 氏

0

ll 丁月5 8 火 1ヰ：！氾

・－18：20
0 0 グループワーク 小グループに分かれて市民生 見人の役軸や●理についての稚牡 研♯用事 例を使ってグループワークを行う

H朗山叩 b l廿●t
社会権祉士
N L P マスター
B U プログラマー　 明石 ニヰ 氏

○

丁月寺日 火 柑：神

・－tT：伽
事務壬♯ 日拝市社会名札 協l 金

l
日
日

壬○ 丁月I1 8 火 争：00

－1¢：劫
l O 8 ♯生活自立支鎌事♯

の卿
日常生活 自立支雄一暮のl 事、成年我見制よとの
湘射 こついて理♯する。

① 日常生活自立支漢書♯の書手 ・実 務② 書門Å ・生活支拝見の立♯と役巾
③ 成年後 見制度との朋係 ⑥ 社会箱祉協i 会が集光する★t など

社食稚祉法 人大 分れ社食胡礼儀＃仝
大分粍あんしんサポートセンター

所 l 安琳 せ昔 氏

0

21 一月I1 8 火 lO ：10 一－
11：J柑

¢○
叶がい手洗兼／
l書がい書加持防止法の
理♯

l 丸 井務を行う上で輔焦 してくる沖 がい手 先兼について、
その理念や現状といった暮事を戌年 牡見朝丘との
かかわ りの中で学ぷ。♯ がい書一得 の≠書と
粥l 暮上 を学びとる。

①♯ がい専制丘の鞍 手
②叶 がい孝治食支捷法について
③幹 がい者に関する法律について
④♯ がい寺血棒防止 法の理♯ と具 体的対応

臼杵市 井祉書
■がい稚祉G r

課長代理 ★ 由佳子 氏
○

壬壬 一月10 8 火 12 ：伸 一－
lT：00 王●○

●

耕柵 がい書の理♯

（とよみ故地設集書）
♯沖ヰ がい書の特性と接するうえでの 心ホえについて学ぶ

① 精 神 持 が い 者 の 理 解 ② 支 援 に辞 して の 基 本 的 態 度 や 留 意 点

② 施 放 で の 活 動 状 況 ・美 辞 の 対 応 方 法 を学 ぶ

社会頼牡法人 l 兼 女
地叫生活支耕センターとよみ書

所 l 紳8 弘法 氏
相依支 オー 門l 一山 求書 氏

0

一月Il日 火 17：00 一－ 暮義連♯ 臼杵市社食稚拙 也一会

7
日
日

壬ユ 8月争8 火 9：謝

・－11：00 l
帥 暮虎l 判所の投初 成年牡見脾俵暮件における手鼻▲判所の没我音字ぶ ①♯ 蘇我判所における成年披見酸味事件 の世t づけ②手長暮判 所の 没我

③♯虐裁判所の♯裁の美好
大分書丘暮判所

氏
0

壬4 書月書日 火 ll：10 ・－
12 ：10

00 知的叶 がい書の理解 知的汁がい者の特性と擁するうえでの心事 えについて苧ぶ ①知的幹がい寺 の理♯②支捷 に持しての暮 本的♯よや一書点 ■書支＃施設 里心 升
地殻l 暮♯ 一発 氏

0

生さ さ月0 8 火 柑：却 ・－
り ：00 180

先敦夫官
（みずほ群生集散）

暮♯寺や一幸者支捷の美辞 を学ぶ
①判斬能 力が不十分な方へのコミュニケーション方法や
朋わ り方法・基本的套♯ ・泣暮事項専 。
②推毀の理念・暮l 拝制 ・l l 故事・多一書との也■状況の杷l

社会楕祉法人 みす ほ井生センター
特別♯杜老人ホーム8 幸の呈

址投丑 大坪 悦子 氏

0

l月0 8 火 17 ：00 一一 事 ♯遵特 白拝市社食確牡也l 暮

8
日
日 ‡● 書月壬丁8 土 13 ：00 ・－

け ：仰 2■○

臼杵市布 泉社見センター

平成払 年女臼杵市権利★
一 所；臼杵市長会小鼓ホ

♯支 淡フォーラム　　 ※ フ ォ ー ラ ム は ど な

－ ル ー成年牡先制よについて－ r地域での支えあいの仕組み づく

た で も 事 加 で き ま す の で ご 応 暮 くだ さ い

りJ

成年牧丸井持
井措♯ 種 ひな大井 氏

0



月 日 t 8 時 冊 分 講 座 等 名 称 草 書 の 意 中 ・目 的 主 た る筆 書 内 書 担 当 講 師

○
日
日

壬丁 l月4 日 日 争：00

・－10 ：く拍
争0 書見 伽 から終了舌での

来 島
書見冊始から終了までの一触的な東鶉の書手について理＃する。 ① 申立 て ②手盛裁判所との解体③ 申立て暮有様式と暮用 ㊨生見人の格麻、最

界など
一日 司法書士事務 所

司法暮土 井田＃士 氏
○

全書 l月1 8 日 10 ：」柑

－1之：lO
00 財産 一理と＃上 好l の

兼務
材よ一理の兼務、身上玉l の 基本について理♯する。

f

①財産 管理 ・就任時と終 了時の 手続き ② 暮上毛杜 ・事l 行▲ との速い、サービ
スの確保など

古田司法暮士暮轟 所
司法暮士 古田巾士 氏

0

2争 争月●8 8 lき；10一－
14 ：仰

紳 市 長書見清和の大熊 市長生見人としての活地を具体的にイメージする D V D 上映・市民敬具薄地の乗鞍 苫田 明美 氏
文一l （市長牧見人）

せ見 ゃ牧 丘

0

劫 l月1日 14 ：50一－
1l ：20

0 0 捷知癌暮♯書の理書 捷 知痕暮♯手の離 と兼するうえでの心事 えについて学ぷ 。 庄）琵知症の理解 ② 支抑 こ辞しての基本的態よや甘暮点
臣■法人 亡玉虫

佐伯偉一院
刑醗l 山内 先人 丘

○

争月1ロ 日 1l：20・－
1丁：00

暮♯丑♯ 臼杵市社会頼祉他社虫

10
母
日

きt l月 l暮8 日 9：恥

－10：劫
8 0 市長書見ヰ■①

市 民せ見人としての社会親屯 ・倫理性 について理＃する。
市 民披見人としての臭拝的■我とその役軸、
市長散見人として行わないことを理解する。

①市民後見人が生まれてきた背暮②市 民後見人への期挿③市民書見 人

としての社会見範 ・倫理性 ④市 民後見人のl 裁と役 軸
⑥ 地域支漢の仕頼みをどうつくるかなど

N PO 法 人格利♯ 凍支書ふくおかネット
理事 森井 耕一 氏

0

さ壬 l月18 日 日 lO ：仰

・－12：lO
0 0 市長故見t ■② 市民故見人としての活恥に辞 し水面する辞書に

ついてふれる。親族故見について知見を特る。

①牡見兼義の代表 的拝辞耳 ・身元保証人 ・身元引受人・臣■ 同暮 ・死故事♯
②親族故見・♯族の投句と市長後 見人のスタンス

N P O 法 人一利 ▲ホ支凍ふくおかネット
理暮 ♯書 汁一 氏

○

；柑 l月Il 日 日 tさ：10

・－14 ：10
00 研暮の壬り述り レポート作成

l月川 口 8 11：1¢

一－1写：00
閉会式 臼杵市社 会稚拙協許さ
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